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東陽Ⅲ系における硝化液循環ポンプの運用について 

内 容 

一般的に窒素除去を目的とした高度処理施設の硝化液循環の効果は、硝化液に含まれる

NOｘ態窒素の脱窒作用による窒素除去率の向上と、NOｘ態窒素の酸素回収による曝気風

量削減効果も期待できるとされている。本調査は、硝化液循環を行うことによる窒素除去

性能と水処理電力量の関係を明らかにすることで、硝化液循環の最適化を図ることを目的

として実施した。 

硝化液循環を最適化したことで、窒素除去率が約 10%向上するとともに、曝気風量削減

により水処理電力量が 3.1%削減された。このため、単位電力量当たりの窒素除去量は従

来法と比べ 25%向上した。 

さらに、硝化液循環による曝気風量削減と NOｘ態窒素からの酸素回収量の関係性を明

らかにしたことで、水質改善と省エネルギーの両立を可能とした最適な硝化液循環量につ

いて考察した。その結果、硝化液循環率は約 50％で運転することが最適であると算出され

た。 
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